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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

（15）生実川　～郷土の生き物を呼び戻す川づくり～

基本方針
・街を彩る水辺空間

1）水域の概要

(備考)町丁名の後ろの＊は、2つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。

・生実川は花輪町の台地に源を発し、赤井町、大森町の台地から水を集め、蘇我池と生実池に分流し
ています。

・平成22年7月末現在、水域内の人口は約28,400人、世帯数は約12,400世帯です。（推計値）

対象区域位置図

①生実池 ②生実川の河川敷 ③平成橋より下流を臨む

蜷（
1
5
）
生
実
川

水域の概要と水環境の現状

（15）生実川
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

2）水環境の現状

■水生生物の生息・生育状況
【魚　類】
平成15年度は4種、平成19年度は6種が確認されました。このうち重要種※は、ビリンゴが確

認されました。平成15年度と平成19年度の調査を比較すると、平成19年度に新たに確認された
種は、コイ、アベハゼの2種でした。魚類の確認状況に大きな変化は見られません。また、ボラや
ハゼ類が多数生息していることから、これらの魚類に適した生息環境であると言えます。

【底生生物】
平成15年度は10種、平成19年度は19種が確認されました。このうち重要種では、ホソウミニ

ナ、シラタエビ、スジエビの3種が確認されました。平成15年度の調査に比べて、平成19年度の調
査では、確認種数が増加していることから、底生生物の生息環境は改善されていると言えます。
◇底生生物による生物学的水質判定
底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成15年度は、春季が「よごれている」、秋季が

「よごれている」～「とてもよごれている」となりました。平成19年度は、春季が「きれい」～
「よごれている」、秋季は「わりあいきれい」～「とてもよごれている」となり、汚濁に弱い種も生
息できるような環境へと変化しつつあります。

なお、一般的にきれいな水域には｢カワゲラ類｣、わりあいきれいな水域には｢コカゲロウ類｣、よごれ
ている水域には｢ミズムシ｣、とてもよごれている水域には｢イトミミズ｣などの生物が当てはまります。

【植　物】
平成21年度に114種が確認され、重要種では、オニグルミ、タコノアシ、ミクリの3種が確認

されました。一方、特定外来生物のアレチウリも確認されました。

生物学的水質判定結果模式図（平成橋）

生実川の平成橋で確認された水生生物

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載され、千葉市の保護上重要な野生生物のことをいいます。

注）太字は指標生物を示します。
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

■水質･流量等の状況
【河川の水質】
平成橋におけるBOD年平均値は、平成

10年度以降、ほぼ横ばいの傾向を示し、
1.1～3.3mg/Lの範囲で推移しています。
全期間を通して、前計画目標値の5mg/L以
下を達成しています。

【河川の流量】
平成橋における平成12年度から平成21

年度の河川流量は、1～19千裙/日で推移
しています。年度によるばらつきが大きく
見られます。

【生活排水処理形態別人口】
平成21年度における処理形態別の水域人

口の割合は、下水道処理人口が約87％とな
り、合併処理浄化槽人口が約1％、単独処
理浄化槽人口が約9％、その他が約3％とな
っています。

注）汲取…汲み取り
単独…単独処理浄化槽
合併…合併処理浄化槽
下水…公共下水道

（15）生実川
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

1）生物指標

2）物理環境

3）水質・流量

1）いろいろな水辺の生き物の保全

・生実川のほぼ中間地点に位置する生実池は緑が多く、人々にとっての憩いの場であるとともに、鳥
類等の貴重な生息地となっています。生実池の周辺地域も含め、人と生き物が共生しうる空間とな
るように整備するとともに、動植物の移動経路等となるエコロジカルなネットワーク（緑のネット
ワーク）の整備・保全を推進します。

2）親しみのもてる水辺の創出

・生実川上流域は歴史的な資源に恵まれ、千葉市の散歩道「大巌寺・生実の城跡コース」となってい
ることから、地域特性に配慮し、のどかで趣のある河川空間の形成に努めます。

・河川周辺の除草等により景観の改善に努めます。

3）ゆたかな流れ（水量）の確保

・かん養域である森林や谷津田（赤井）の保全を図ります。

・民有林を対象とした枝打ちや、間伐林内の整備等を行い、森林の保全・育成を図ります。

・市民緑地（仁戸名南）及び市民の森（仁戸名）において、市民との連携による維持管理を実施します。

望ましい水環境の姿

目標達成のための取組み
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

4）きれいな水（水質）の保全

・生活排水の集合処理（公共下水道等）を進めるとともに、集合処理が適さない地域については、合
併処理浄化槽の設置を促進します。

主な施策

（15）生実川




